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                                      〒029-0431 

                                        大東町猿沢字板倉 57-1 

                                        （猿沢市民センター内） 

                                        猿沢地区振興会 
                                         

猿沢地区振興会だより 

第
２
回
理
事
会
開
催 

６
月
18

日
（
金
）、
第
２
回
理
事
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

協
議
案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

○
猿
沢
秋
祭
り
の
開
催
に
つ
い
て 

○
本
年
度
事
業
の
推
進
方
策
に
つ
い
て 

 

・
地
域
づ
く
り
講
演
会
に
つ
い
て 

 

・
地
域
触
れ
合
い
促
進
事
業
に
つ
い
て 

・
猿
沢
の
新
名
所
創
造
事
業
に
つ
い
て 

・
貴
重
な
資
料
の
記
録
保
存
事
業
に
つ

い
て 

 

○
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
第
５
期

対
策
に
お
け
る
集
落
機
能
強
化
加
算
措

置
を
活
用
し
た
地
域
課
題
の
解
決
に
つ

い
て 

 

主
な
内
容
と
し
て
、
10

月
に
開
催
を
予
定

し
て
い
た
猿
沢
秋
祭
り
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
密
接
・
密
集
が
避
け
ら
れ

な
い
こ
と
か
ら
今
年
度
も
開
催
を
中
止
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 

本
年
度
事
業
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
は
、
企

画
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
、
構
想
や
実
施
内
容
に

つ
い
て
検
討
し
、
実
施
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。（
詳
細
は
下
記
を
ご
覧
下
さ
い
。） 

応
募
区
分 

☆
触
れ
合
い
班 

・
地
域
触
れ
合
い
促
進
事

業
（
猿
沢
市
民
セ
ン
タ

ー
へ
の
喫
茶
コ
ー
ナ

ー
の
設
置
と
ふ
れ
あ

い
交
流
の
実
施
） 

☆
名
所
創
造
班 

・
猿
沢
の
新
名
所
創
造
事

業
（
お
新
山
の
登
山
道

の
整
備
や
展
望
台
の

設
置
な
ど
） 

 

☆
記
録
保
存
班 

 

・
貴
重
な
地
域
資
料
の
記
録
保
存
事
業
（
猿 

沢
の
歴
史
を
知
る
う
え
で
後
世
に
残
し

伝
え
る
べ
き
と
思
う
、
文
章
、
写
真
、
映

像
な
ど
） 

応
募
資
格 

特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に

興
味
・
関
心
が
あ
る
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
応
募
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
関
係
す
る
経
験

の
あ
る
方
は
さ
ら
に
大
歓
迎
で
す
。（
喫
茶
店

な
ど
の
店
員
、
土
木
工
事
従
事
者
、
大
工
、

電
気
屋
な
ど
） 

募
集
期
間 

 

令
和
３
年
６
月
25

日
（
金
）
～
７
月
９ 

日
（
金
） 

募
集
人
数 

 

そ
れ
ぞ
れ
５
人
程
度 

応
募
方
法 

 

来
所
又
は
、
お
電
話
で
お
申
込
み
下 

さ
い
（
電
話 

4
8

-
3

3
6

6

） 

 

企
画
ス
タ
ッ
フ
の
担
当
業
務 

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
区
分
に
従
い
、
実
施 

内
容
や
実
現
方
策
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。 

 

事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。 

そ
の
他 

 

本
格
的
な
事
業
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
広

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
募
集
し
実
施
し
ま

す
。 

 

地
域
触
れ
合
い
事
業
の
電
話
帳
作
成
に
つ

い
て
は
、
行
政
区
長
さ
ん
方
の
協
力
を
お
願

い
し
、
11

月
以
降
に
世
帯
ご
と
に
掲
載
内
容

の
調
査
と
承
諾
を
得
て
実
施
し
ま
す
。 

 
 

開催日時   
７月 18日（日） 
10時～11時30分 
会場 
 猿沢伝承交流館 
対象   
 地区民 
主催 
 猿沢地区振興会 
 猿沢市民センター 

 

講師 

いちのせきシェア農園 

櫻井 陽 氏 
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６
月
17

日
（
木
）、

10

区
・
気
ま
ま
の
会

の
サ
ロ
ン
活
動
が
行

わ
れ
、
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
前

野
理
絵
さ
ん
を
講
師

に
お
招
き
し
、
「
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
っ
て
な
ぁ
に
？
」

と
題
し
て
、
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

大
東
中
学
校
の
３
年
生
３
名
（
猿
沢
在
住
）
が

６
月
１
日
（
火
）
総
合
的
な
学
習
で
猿
沢
羊
羹
を

見
学
に
来
ま
し
た
。 

 

猿
沢
羊
羹
を
作
り
始
め
た
き
っ
か
け
や
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
販
売
の
影
響
な
ど
に
つ
い

て
質
問
し
て
い
ま
し
た
。
３
人
と
も
猿
沢
羊
羹
を

よ
く
食
べ
ま
す
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
♪ 

 

 

観
福
寺
で
は
、
聖
観
世
音
菩
薩

が
祀
ら
れ
て
お
り
、
子
は
宝
で
あ

る
こ
と
か
ら
「
子
安
観
世
音
菩
薩
」

と
名
付
け
ら
れ
多
く
の
女
性
の
信

仰
を
集
め
ま
し
た
。
昭
和
３０

年
頃

ま
で
年
に
２
回
、
市
日
の
17

日
に

観
音
講
が
行
わ
れ
、
江
刺
、
田
河

津
、
気
仙
沼
方
面
か
ら
人
々
が
訪

れ
、
10

時
ま
で
に
本
堂
に
集
ま

り
、
御
祈
祷
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

後
、
88

カ
所
の
仏
像
を
巡
り
、
昼

食
後
、
市
に
買
い
物
に
行
っ
た
そ

う
で
す
。 

 

石清山観福寺 
 

大東中学校３年生 

猿沢羊羹を見学 区 世帯数 男 女 合計 比較

１区 54 72 81 153 -1

２区 46 49 44 93 0

３区 70 89 86 175 -1

４区 46 78 73 151 0

５区 28 41 51 92 -2

６区 38 51 51 102 0

７区 37 56 43 99 1

８区 51 80 75 155 0

９区 24 30 34 64 0

１０区 52 67 66 133 0

１１区 85 119 126 245 -2

１２区 36 51 45 96 0

１３区 19 26 28 54 0

合 計 586 809 803 1612 -5

猿沢の行政区別人口と世帯数

　5月末現在

看板作成 

千田 泰さん（２区） 

 

「子安観世音菩薩」 
 

観音講 

たくさんの人が「子ども

が丈夫に育つように」

「子宝に恵まれるよう

に」とお参りに訪れたそ

うです。 

の
主
な
業
務
や
役
割
に
つ
い
て
ご
説
明
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
は
、
生
涯
住
み

慣
れ
た
場
所
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
支
え
合

い
の
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
や
、
人
と
関
係
機
関
と

を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
的
な
役
割
を
し
て
い
く
こ
と
だ

そ
う
で
す
。 

説
明
会
が
終
わ
る
と
、
皆
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
後
出
し
じ
ゃ
ん
け
ん
や
、

四
等
分
に
し
た
新
聞
紙
を
誰
が
一
番
長
く
ち
ぎ
れ 

る
か
競
い
合
い
、
皆
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

指
先
を
動
か
す
こ
と
は

脳
を
刺
激
し
、
認
知
症

予
防
に
な
る
そ
う
で

す
。 

 

ま
た
、
一
番
の
介
護

予
防
は
「
集
っ
て
・
喋
っ

て
・
笑
う
こ
と
！
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

お話：看住 佐伯 信乃婦 氏 

 


